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桐
城
馬
氏
宗
族
の
文
学
活
動
に
関
す
る
一
考
察

―
文
化
宗
族
現
象
を
視
野
に

―

　

郎　

潔

一
　
序
言

安
徽
省
の
南
部
に
位
置
す
る
桐
城
は
、
県
と
い
う
小
さ
い
行
政
区
画
で
あ
り
な
が
ら
も
、
明
・
清
時
代
に
、
二
百
四
十
人
近
く
の
進
士
、

七
百
八
十
人
前
後
の
挙
人
を
輩
出
し
た
。
天
下
に
名
を
馳
せ
、
中
国
文
学
史
に
お
い
て
最
も
影
響
力
を
持
つ
文
学
流
派
の
一
つ
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
桐
城
派
も
、
こ
こ
に
源
を
発
し
、
多
く
の
歴
史
的
文
化
的
名
人
を
出
し
て
い
る
。
歴
史
上
、
桐
城
は
「
文
章
は
天
下
に

甲
た
り
、
冠
蓋
は
京
華
に
満
つ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄
え
て
い
た
。
こ
の
桐
城
文
化
の
繁
栄
を
語
る
に
は
、
桐
城
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い

た
い
く
つ
か
の
文
化
宗
族
の
役
割
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戴
名
世
を
育
て
た
戴
氏
宗
族
、「
父
子
宰
相
」
と
し
て
名
高
い
張

英
と
張
廷
玉
を
誇
る
張
氏
宗
族
、
方
以
智
、
方
苞
を
始
め
と
す
る
人
材
を
輩
出
し
、
梁
実
秋
に
曲
阜
孔
氏
に
つ
ぎ
天
下
第
二
の
文
化
名
門

と
称
え
ら
れ
た
桐
城
（
桂
林
）
方
氏
、
所
謂
「
桐
城
派
三
祖
」
の
一
人
で
あ
る
姚
鼐
を
代
表
と
す
る
桐
城
（
麻
溪
）
姚
氏
宗
族
、
又
、
本

論
が
研
究
対
象
と
す
る
、
晩
期
の
桐
城
派
を
束
ね
る
馬
其
昶
な
ど
多
く
の
人
材
を
育
て
あ
げ
た
桐
城
（
扶
風
）
馬
氏
宗
族
等
、
そ
れ
ら
の

文
化
宗
族
の
参
加
は
桐
城
文
学
の
成
立
及
び
そ
の
後
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
一
方
で
、
桐
城
派
の
流
れ
を
汲
み
、
そ
の
成
長
の
波
に

乗
っ
て
宗
族
文
学
を
華
々
し
く
開
花
さ
せ
た
一
面
も
あ
る
。
宗
族
文
学
と
地
域
文
学
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
多

く
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
筆
者
が
本
論
の
検
討
の
焦
点
を
桐
城
の
あ
る
文
学
宗
族
に
絞
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
宗
族
文
学
と
地
域
文
学
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と
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、
具
体
的
な
事
例
分
析
を
通
じ
て
、
文
化
宗
族
の
育
む
環
境
と
地
域
文
化
に
お
け
る
影
響
力
に
注
目
す
る
こ
と
で

あ
る
。
本
論
は
、
筆
者
が
今
執
筆
中
の
論
文
『
宗
族
と
文
学

―
明
・
清
文
化
宗
族
現
象
の
検
討
』（
仮
題
）
の
事
例
分
析
の
一
部
と
し
て
、

宗
族
と
文
学
と
の
関
係
の
理
論
的
な
展
開
に
問
題
提
起
と
実
例
に
よ
る
裏
づ
け
を
提
供
し
た
い
。

二
　
桐
城
馬
氏
宗
族
の
由
来
と
そ
の
家
族
史

桐
城
馬
氏
宗
族
の
始
祖

―
趙
驥
と
い
う
人
物
は
、
廬
郡
六
安
州
の
出
身
で
、
明
の
永
楽
年
間
、
婿
入
り
で
桐
城
の
あ
る
馬
姓
の
家
に

入
っ
て
き
た
。
永
楽
年
間
と
い
う
時
期
は
、
桐
城
に
と
っ
て
、
実
は
大
変
興
味
深
い
年
で
あ
る
。
明
清
時
代
に
夥
し
い
数
の
進
士
を
出
し

た
桐
城
だ
が
、
実
は
、
唐
、
宋
、
元
の
長
い
歳
月
に
わ
た
り
、
科
挙
試
験
に
合
格
し
て
、
進
士
と
な
っ
た
の
は
、
僅
か
十
人
し
か
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
明
代
の
永
楽
二
年
（
西
暦
一
四
〇
四
年
）、
劉
瑩
が
科
挙
に
合
格
し
、
進
士
に
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
桐
城
出
身
の
知

識
人
た
ち
は
次
か
ら
次
へ
と
狭
き
「
龍
門
」
へ
登
り
、
仕
途
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。
桐
城
馬
氏
宗
族
の
学
問
を
重
視
す
る
傾
向
は
、
劉

瑩
等
知
識
人
の
出
世
に
刺
激
受
け
た
こ
と
に
よ
る
か
ど
う
か
は
、
一
言
で
は
言
え
な
い
が
、
桐
城
馬
氏
宗
族
が
科
挙
の
道
を
選
び
、
学
問

に
よ
り
そ
の
生
涯
を
託
し
た
子
弟
が
早
く
も
現
れ
た
こ
と
は
、
桐
城
馬
氏
の
族（

1
）譜か
ら
分
か
る
。
例
え
ば
、
第
四
世
の
馬
騑
は
「
少
耽
経

籍
、
粋
然
以
儒
者
自
居
（
幼
い
こ
ろ
か
ら
経
籍
に
耽
、
純
正
で
儒
者
を
も
っ
て
自
ら
任
ず（

2
）る）」、
第
五
世
の
馬
信
延
は
「
奉
庭
訓
、
励
志

力
学
、
博
覧
書
史
、
而
屡
試
不
遇
、
隠
居
以
終
。
用
所
得
教
諸
子
、
為
学
甚
勤
（
家
庭
の
教
育
を
受
け
、
学
習
に
励
み
、
書
史
を
博
覧
し

た
が
、
し
ば
し
ば
科
挙
に
落
第
し
、
隠
居
し
て
余
生
を
送
っ
た
。
習
っ
た
も
の
を
子
息
に
教
え
、
学
問
に
つ
い
て
は
甚
だ
勤
勉
で
あ（

3
）る）」。

後
者
の
記
録
か
ら
は
、
馬
氏
宗
族
の
家
庭
教
育
へ
の
取
り
込
み
が
窺
え
る
。

馬
氏
宗
族
の
興
起
は
第
六
世
の
馬
孟
禎
に
よ
り
幕
を
開
け
た
。
馬
孟
禎
、
字
は
泰
符
、
明
万
暦
二
十
六
年
（
西
暦
一
五
九
八
年
）
に
進

士
と
な
り
、
天
啓
初
年
に
太
僕
寺
少
卿
ま
で
昇
進
し
、
直
諫
愛
民
と
し
て
、
そ
の
事
跡
は
『
明
史
』
に
残
さ
れ
て
い（

4
）る。
馬
孟
禎
を
先
頭

に
、
馬
氏
一
族
は
経
学
、
文
学
等
に
お
い
て
多
士
済
々
で
、
特
に
七
世
八
世
の
子
弟
を
中
心
に
馬
氏
の
「
怡
園
」
と
い
う
場
所
で
頻
繁
に
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開
か
れ
て
い
た
詩
文
酒
会
で
は
、
馬
懋
勲
、
馬
懋
学
、
馬
懋
徳
、
馬
懋
賛
、
馬
之
瑜
、
馬
之
瑛
の
六
人
は
当
時
「
怡
園
六
子
」
と
称
え
ら

れ
、
そ
の
盛
名
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
馬
之（

5
）瑛（
字
は
倩
若
）
は
崇
禎
十
三
年
（
西
暦
一
六
四
〇
年
）
に
進
士
に
及
第
し
た
。

し
か
し
、
怡
園
の
詩
文
酒
会
の
盛
況
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
明
末
に
は
桐
城
も
激
動
の
時
局
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
崇
禎
十
五
年
（
西
暦
一
六
四
二
年
）、
馬
氏
宗
族
の
八
世
の
馬
之
球
、
馬
之
瑚
、
馬
達
の
三
人
は
張
献
忠
部
隊
に
捕
ら
え
ら
れ
、

「
不
屈
」
で
あ
っ
た
が
故
、
殺
害
さ
れ
た
。「
怡
園
六
子
」
の
一
人
の
馬
懋
賛
と
そ
の
弟
の
馬
懋
修
は
弘
光
元
年
（
西
暦
一
六
四
五
年
）
に

左
良
玉
の
叛
乱
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
敢
え
て
「
不
屈
死
之
（
屈
せ
ず
し
て
亡
く
な
る
）」
の
道
を
選
ん
だ
。

一
方
、
激
動
の
時
勢
に
自
ら
身
を
投
じ
る
勇
敢
な
者
も
多
く
現
れ
た
。
例
え
ば
、
七
世
の
馬
懋
功
は
南
明
の
福
王
の
弘
光
政
権
と
唐
王

の
隆
武
政
権
に
仕
え
、
順
治
三
年
（
西
暦
一
六
四
六
年
）
清
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
川
に
身
を
投
げ
て
明
王
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
。
八

世
の
馬
之
琛
は
唐
王
の
隆
武
政
権
に
従
う
道
を
選
ん
だ
。
隆
武
政
権
の
陥
落
後
、
馬
之
琛
と
、
そ
の
父
親
で
あ
る
「
怡
園
六
子
」
の
第
一

人
者
と
称
え
ら
れ
る
馬
懋
勲
、
及
び
そ
の
弟
の
三
人
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
九
世
の
馬
永
思
は
福
王
の
弘
光
政
権
と
桂
王
の
永
暦
政
権

に
仕
え
、
永
暦
政
権
陥
落
後
も
、
柳
慶
山
谷
に
身
を
隠
し
、
最
期
ま
で
力
を
尽
く
し
抵
抗
し
た
。

や
が
て
新
王
朝
の
統
治
基
盤
が
次
第
に
固
ま
っ
て
き
た
が
、「
怡
園
六
子
」
の
馬
之
瑜
は
、
や
は
り
布
衣
の
道
を
選
び
、
新
王
朝
に
協

力
し
な
い
態
度
を
貫
い
た
。
同
じ
「
怡
園
六
子
」
の
一
人
で
あ
る
馬
之
瑛
は
出
仕
の
道
を
辿
り
、
明
清
の
政
権
交
替
の
混
乱
中
大
打
撃
を

受
け
て
い
た
馬
氏
宗
族
に
復
興
の
兆
し
を
齎
し
た
。
馬
之
瑛
に
は
馬
敬
思
、
馬
孝
思
、
馬
継
融
、
馬
教
思
、
馬
日
思
、
馬
方
思
の
六
人
の

息
子
が
い
る
。
皆
秀
逸
な
人
材
で
あ
る
が
、
特
に
四
男
の
馬
教
思
は
康
煕
十
八
年
（
西
暦
一
六
七
九
年
）
の
会
試
を
首
席
で
及
第
し
、
所

謂
「
会
元
」
と
し
て
、「
翰
林
院
庶
吉
士
」
に
任
用
さ
れ
た
。

文
字
獄
の
陰
で
喘
ぐ
桐
城
戴
氏
、
海
寧
査
氏
等
の
宗
族
と
比
較
す
る
と
、
桐
城
馬
氏
宗
族
の
清
王
朝
で
の
経
歴
は
基
本
的
に
平
坦
な

も
の
と
言
え
よ
う
。
挙
子
業
を
修
め
る
数
多
く
の
宗
族
子
弟
か
ら
、
十
四
世
の
馬
宗
璉
は
嘉
慶
六
年
（
西
暦
一
八
〇
一
年
）、
十
五
世
の

馬
瑞
辰
は
嘉
慶
十
年
（
西
暦
一
八
〇
五
年
）、
十
四
世
の
馬
伯
楽
は
嘉
慶
二
十
二
年
（
西
暦
一
八
一
七
年
）、
十
三
世
の
馬
維
璜
は
嘉
慶
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二
十
五
年
（
西
暦
一
八
二
〇
年
）
の
会
試
に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し
進
士
に
な
り
、
馬
伯
楽
、
馬
瑞
辰
は
翰
林
院
庶
吉
士
の
登
用
も
果
た
し
た
。

そ
の
外
に
、
馬
樸
臣
は
雍
正
十
年
（
西
暦
一
七
三
二
年
）、
馬
濂
は
乾
隆
十
二
年
（
西
暦
一
七
四
七
年
）、
馬
勗
は
乾
隆
三
十
九
年
（
西
暦

一
七
七
四
年
）、
馬
梁
は
嘉
慶
十
八
年
（
西
暦
一
八
一
三
年
）、
馬
昌
綮
は
光
緒
十
四
年
（
西
暦
一
八
八
八
年
）
の
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人

と
な
っ
た
。

科
挙
と
し
て
の
成
功
は
桐
城
馬
氏
宗
族
を
地
方
の
有
力
宗
族
に
押
し
上
げ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
門
閥
士
族
と

違
い
、
明
清
時
代
の
世
家
望
族
の
多
く
は
、
科
挙
で
勝
ち
上
が
れ
る
優
秀
な
人
材
を
立
て
続
け
に
輩
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
族
の
地
位

や
声
望
が
維
持
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
子
弟
の
教
育
に
力
を
尽
く
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
世
代
が
変
わ
っ

て
も
、
馬
氏
宗
族
は
絶
え
ず
科
挙
人
材
を
供
給
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
族
の
科
挙
人
材
層
の
厚
さ
と
、
そ
れ
を
支
え
る
宗
族
の
全
体

的
な
教
育
環
境
の
持
続
性
と
安
定
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

三
　
桐
城
馬
氏
と
桐
城
派

科
挙
で
の
成
功
だ
け
が
宗
族
を
文
化
宗
族
に
導
く
と
は
限
ら
な
い
。
文
化
宗
族
の
成
立
に
は
、
家
学
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。

実
は
、
馬
氏
宗
族
が
た
と
え
科
挙
に
成
功
し
た
と
言
っ
て
も
、
六
代
続
け
て
十
二
人
も
翰
林
院
入
り
し
た
桐
城
張
氏
と
の
差
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
馬
氏
宗
族
は
、
張
氏
、
方
氏
、
姚
氏
、
左
氏
と
並
ん
で
桐
城
の
「
五
大
世
家
」
の
一
つ
と
し
て
称
え
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、

科
挙
に
お
け
る
成
功
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
理
由
が
あ
る
。
馬
其
昶
は
『
桐
城
耆
旧
傳
』
で
馬
氏
宗
族
に
つ
い
て
、
こ
う
語
っ
て
い

る
：

吾
族
丁
単
、
且
無
大
官
顕
秩
、
然
縣
人
皆
推
其
族
望
與
方
姚
張
左
並
。
蓋
自
太
僕
起
家
為
名
臣
、
厥
後
以
清
白
世
守
、
文
儒
忠
義
之

彦
、
往
往
而
有（

6
）也。
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吾
が
一
族
は
人
が
少
な
く
、
し
か
も
高
官
顕
爵
を
出
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
然
し
、
県
人
は
皆
吾
が
一
族
の
声
望
を
方
、
姚
、
張
、

左
と
並
ぶ
べ
き
も
の
と
推
し
あ
が
め
る
。
そ
れ
は
、
太
僕
（
馬
孟
禎
）
が
家
を
興
し
、
名
臣
と
な
っ
て
か
ら
、
吾
が
一
族
は
清
白
を
も
っ

て
代
々
と
守
り
、
文
儒
、
忠
義
の
英
才
が
続
々
と
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
忠
義
之
彦
」
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
前
文
家
族
史
に
挙
げ
て
い
る
馬
之
球
等
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
桐

城
馬
氏
宗
族
の
「
文
儒
」「
之
彦
」
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

第
五
世
の
馬
信
延
は
自
ら
の
一
族
に
つ
い
て
、「
吾
家
世
服
膺
儒
訓
（
我
が
一
族
は
世
代
儒
家
の
教
え
を
守
り
従
っ
て
い（

7
）る）」
と
述
べ

る
。
儒
を
尊
び
、
経
を
重
ん
じ
る
姿
勢
は
、
族
譜
に
記
録
さ
れ
た
馬
氏
宗
族
の
多
く
の
成
員
に
見
ら
れ
る
。
又
、
そ
の
方
面
の
学
術
的
成

就
も
多
い
。
例
え
ば
、
馬
懋
学
の
『
下
学
編
』、
馬
教
思
の
『
左
傳
紀
事
本
末
』、
馬
翮
飛
の
『
讀
易
録
』、
馬
春
生
の
『
群
経
擇
意
』、
馬

宗
璉
の
『
左
傳
補
註
』、『
毛
鄭
詩
訓
詁
考
証
』、『
周
禮
鄭
注
疏
証
』、
馬
瑞
辰
の
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』、
馬
其
昶
の
『
毛
詩
学
』『
三
経
誼
詁
』

な
ど
が
族
譜
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
特
に
馬
宗
璉
の
『
左
傳
補
註
』
は
顧
炎
武
と
惠
棟
の
補
注
と
比
肩
で
き
る
も
の
と
当
時
の
人
々
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。

族
譜
に
残
る
多
く
の
記
録
か
ら
、
桐
城
馬
氏
宗
族
が
家
学
と
し
て
重
ん
じ
て
い
る
の
は
宋
儒
の
学
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

七
世
の
馬
懋
學
は
「
潜
思
傳
註
、
篤
守
程
朱
之
旨
、
嘗
著
下
学
編
以
教
来
学
（
深
思
し
て
、
経
籍
を
解
釈
し
、
程
朱
の
儒
学
を
忠
実
に
守
っ

て
い
る
。
嘗
て
『
下
学
編
』
を
著
し
て
、
後
進
の
学
者
に
教
え
て
い（

8
）る）」、
同
じ
く
七
世
の
馬
懋
賛
は
「
文
辞
秀
茂
。
博
渉
群
書
、
精
探

義
理
（
文
章
は
秀
逸
で
あ
る
。
群
書
を
博
覧
し
、
義
理
を
深
く
追
求
す（

9
）る）」、
十
世
の
馬
源
、
馬
潜
兄
弟
は
「
独
沈
潜
宋
儒
之
訓
（
た
だ

宋
儒
の
教
え
を
深
く
考
え（
10
）る
）」、
十
二
世
の
馬
翮
飛
は
「
所
宗
仰
則
在
宋
賢
義
理
之
説
（
尊
重
す
る
の
は
宋
の
賢
人
の
義
理
の
説
で
あ

（
11
）る）」、
十
三
世
馬
春
生
「
服
膺
宋
儒
之
訓
（
宋
儒
の
教
え
を
守
り
従（
12
）う）」、
十
六
世
の
馬
起
升
「
尤
服
膺
古
韓
欧
朱
王
四
家
、
韓
欧
文
宗
、

朱
王
道
統
、
詣
極
而
互
通
（
尤
も
、
韓
愈
、
欧
陽
修
、
朱
熹
、
王
守
仁
四
人
の
教
え
を
守
り
従
っ
て
い
る
。
韓
愈
と
欧
陽
修
は
文
章
の
巨
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匠
で
あ
り
、
朱
熹
と
王
守
仁
は
儒
家
の
道
統
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
造
詣
が
深
く
、
互
い
に
通
じ
合（
13
）う）」、
等
等
、
祖
先
の
宋
儒
の
学
に
対

す
る
熱
意
を
再
三
に
わ
た
っ
て
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
ら
の
宗
族
が
代
々
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
き
た
家
学
に
対
す
る
誇
り
で
あ
り
、

子
弟
へ
の
教
示
と
も
と
ら
え
よ
う
。

清
代
に
入
っ
て
、
宋
儒
の
「
性
理
」
の
学
と
違
っ
て
、
経
学
、
史
学
の
研
究
に
お
い
て
、
諸
事
に
根
拠
を
求
め
て
考
証
す
る
漢
学
が
流

行
り
、
特
に
乾
嘉
時
代
に
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
漢
学
が
流
行
し
て
以
来
、「
宋
学
」
と
「
漢
学
」
と
の
衝
突
は
絶
え
間
な
く
続
い
た
。

清
代
最
大
の
文
学
流
派

―
桐
城
派
は
そ
の
文
学
理
論
と
理
学
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
、
常
に
「
宋
学
」
と
「
漢
学
」
と
の
争
い
に
巻
き

込
ま
れ
た
。
桐
城
派
の
「
宋
学
」
を
擁
護
す
る
立
場
は
成
立
し
た
当
時
か
ら
鮮
明
で
あ
っ
た
。
桐
城
三
祖
の
一
人
で
あ
る
姚
鼐
と
漢
学
の

領
袖
の
戴
震
等
と
の
争
論
は
「
宋
学
」
と
「
漢
学
」
の
争
い
の
代
表
的
な
論
争
と
な
っ
て
い
る
。
桐
城
派
の
始
祖
の
方
苞
が
古
文
の
創
作

に
つ
い
て
、
所
謂
「
義
法
」
説
を
打
ち
出
し
た
。「
義
」
と
い
う
の
は
「
言
有
物
」
で
あ
り
、
文
章
の
内
容
を
指
す
言
葉
で
あ
る
；
「
法
」

と
い
う
の
は
、「
言
有
序
」
で
、
文
章
の
形
式
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
「
義
」
と
「
法
」
の
関
係
に
つ
い
て
方
苞
は
「
義
以
為
経
而

法
緯
之
（
義
は
経
で
あ
り
、
法
は
そ
の
緯
で
あ（
14
）る）」
と
主
張
す
る
。
方
苞
の
主
張
す
る
「
義
」
と
は
、
実
は
宋
儒
の
義
理
で
あ
り
、
つ

ま
り
綱
常
の
理
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
宋
儒
の
義
理
は
方
苞
の
「
義
法
」
論
及
び
桐
城
派
の
文
学
理
論
の
中
核
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

漢
学
が
流
行
す
る
乾
嘉
時
期
も
桐
城
馬
氏
宗
族
は
宋
儒
の
学
を
重
ん
じ
る
家
風
を
守
り
、
桐
城
派
の
文
学
理
論
と
同
調
し
た
。

桐
城
馬
氏
宗
族
が
誇
り
に
し
て
い
る
の
が
、
単
な
る
儒
者
で
は
な
く
、「
文
儒
之
彦
」
で
あ
る
。

「
文
儒
」
と
い
う
の
は
、
儒
者
の
中
に
著
述
に
従
事
す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。
後
漢
の
王
充
は
『
論
衡
・
書
解
』
に
お
い
て
「
著
作
者

為
文
儒
、
説
経
者
為
世
儒
（
著
作
を
す
る
者
は
文
儒
で
あ
り
、
経
書
を
解
説
す
る
者
は
世
儒
で
あ（
15
）る）」
と
儒
者
を
「
文
儒
」
と
「
世
儒
」

の
二
つ
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
経
書
の
校
訂
と
伝
授
に
専
念
す
る
世
儒
よ
り
も
、
書
を
著
し
、
説
を
立
て
る
文
儒
を
高
く
評
価
し
た
。

勿
論
、
世
儒
よ
り
、
文
儒
に
お
け
る
文
学
修
養
へ
の
要
求
が
高
い
。
馬
氏
宗
族
か
ら
は
、
文
を
以
っ
て
名
を
成
し
た
「
文
儒
之
彦
」
が

続
々
と
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
桐
城
の
文
壇
を
賑
わ
せ
た
。
例
え
ば
、
馬
懋
学
の
『
下
学
篇
』
は
東
林
党
の
領
袖
の
高
攀
龍
は
「
切
近
篤
実
、
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近
世
所
罕
見
（
切
実
で
充
実
で
、
近
代
ま
れ
に
見
る
も
の
で
あ（
16
）る）」
と
ま
で
絶
賛
し
て
い
る
。
馬
懋
徳
は
「
為
文
探
源
経
術
、
不
蹈
時

趨
（
文
章
を
作
る
度
、
経
学
の
根
源
を
突
き
止
め
る
、
時
代
の
風
趣
を
踏
襲
し
な（
17
）い）」
で
あ
る
ゆ
え
、「
龍（
18
）眠四
子
」
の
一
人
と
し
て
地

元
で
名
を
馳
せ
た
。
馬
継
融
は
「
文
章
淵
雅
、
操
履
醇
実
。
入
成
均
、
輒
為
呉
祭
酒
偉
業
所
抜
、
待
以
国
士
。
冠
蓋
名
流
皆
傾
心
結
納
、

遂
有
盛
名
於
時
（
文
章
は
深
遠
で
優
雅
で
あ
り
、
素
行
が
純
粋
で
誠
実
で
あ
る
。
成
均
に
入
る
と
、
す
ぐ
に
呉
偉
業
祭
酒
に
抜
擢
さ
れ
、

国
士（
19
）とみ
な
さ
れ
た
。
官
吏
や
名
流
達
も
皆
心
か
ら
彼
と
交
際
を
結
び
、
遂
に
盛
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
）」。
馬
方
思
は
「
有
文
名

於
時
（
当
時
に
お
い
て
文
名
が
高
い
）」、「
時
江
南
文
社
盛
行
、
倶
欲
得
公
以
為
重
（
時
に
江
南
に
お
い
て
は
文
社
が
盛
ん
に
活
動
し
て

い
る
、
皆
先
生
を
引
き
寄
せ
て
重
鎮
と
し
た
が（
20
）る）」、
馬
書
思
は
「
文
誉
冠
一
時
（
文
名
が
時
に
お
い
て
天
下
に
冠
た
り
）」。
馬
潜
は
「
作

為
文
章
直
追
有
明
諸
賢
（
作
っ
た
文
章
は
明
の
諸
大
家
に
迫
る
）」、
兄
の
馬
源
、
従
兄
弟
の
姚
孔
鈞
、
姚
孔
鏞
と
一
緒
に
「
龍
眠
四
子
」

と
称
さ
れ
、
時
の
翰
林
院
掌
院
学
士
の
韓
菼
に
「
洗
尽
繁
蕪
、
獨
存
神
骨
（
繁
雑
な
と
こ
ろ
を
洗
い
落
と
し
、
神
韻
と
風
骨
だ
け
が
残（
21
）る）」

と
高
く
評
価
さ
れ
た
。
馬
樸
臣
と
馬
蘇
臣
兄
弟
は
文
名
高
く
、「
有
機
雲
之
誉
（
陸
機
、
陸
雲
に
喩
え
ら
れ
、
褒
め
称
さ
れ
る
）」。
馬
春

田
は
「
朱
学
士
筠
相
国
珪
陸
学
士
錫
熊
皆
以
文
章
相
推
重
、
声
名
甚
藉
（
学
士
の
朱
筠
と
相
国
の
朱
珪
、
学
士
の
陸
錫
熊
は
皆
彼
の
文
章

を
以
っ
て
彼
を
推
挙
し
重
ん
じ
る
、
文
名
が
甚
だ
し
く
高（
22
）い）」。
馬
伯
楽
は
「
當
時
樹
幟
文
壇
」
の
「
三
伯
樂
」
の
一
人
と
し
て
、
注
目

を
集
め
て
い
る
。

以
上
は
馬
氏
宗
族
の
成
員
の
文
に
お
け
る
成
就
の
一
部
で
あ
る
。
桐
城
派
末
期
の
代
表
者
の
一
人
、
馬
其
昶
は
正
に
こ
の
よ
う
な
家
風

の
も
と
で
育
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

馬
其
昶
（
一
八
五
五

-

一
九
三
〇
）、
字
は
通
伯
、
晩
年
は
抱
潤
翁
と
号
す
る
。
光
緒
年
間
は
学
部
主
事
、
京
師
大
学
堂
教
習
の
職
を

勤
め
て
い
た
。
辛
亥
革
命
以
降
は
、
安
徽
高
等
学
堂
監
督
、
政
法
学
堂
教
務
、（
袁
世
凱
）
政
府
参
政
院
参
政
を
歴
任
し
、
民
国
五
年
（
西

暦
一
九
一
六
年
）
に
清
史
館
総
纂
に
就
任
、
儒
林
、
文
苑
及
び
光
宣
大
臣
傳
の
部
分
を
担
当
し
た
。
著
作
に
は
、『
抱
潤
軒
文
集
』、『
屈

賦
微
』
な
ど
が
あ
る
。
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前
文
で
も
記
し
た
が
、
馬
其
昶
は
父
の
馬
起
升
に
つ
い
て
、「
詩
古
文
義
法
守
郷
先
輩
方
姚
之
緒
論
（
詩
と
古
文
の
義
法
は
同
郷
の
先

輩
の
方
苞
と
姚
鼐
の
理
論
を
守
る
）」、「
尤
服
膺
古
韓
欧
朱
王
四
家
、
韓
欧
文
宗
、
朱
王
道
統
、
詣
極
而
互
通
。
有
載
道
集
十
二
巻
（
尤
も
、

韓
愈
、
欧
陽
修
、
朱
熹
、
王
守
仁
四
人
の
教
え
を
守
り
従
っ
て
い
る
。
韓
愈
と
欧
陽
修
は
文
章
の
巨
匠
で
あ
り
、
朱
熹
と
王
守
仁
は
儒
家

の
道
統
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
造
詣
が
深
く
、
互
い
に
通
じ
合
う
。
載
道
集
十
二
巻
が
あ
る
）」
と
父
の
墓
誌
に
記
し
た
。
馬
其
昶
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
父
親
に
つ
い
て
古
文
を
学
び
、
大
き
く
な
る
と
、
桐
城
古
文
の
大
家
の
方
宗
誠
、
呉
汝
綸
の
下
で
本
格
的
に
修
業
を
積
み
重
ね

た
。
三
十
一
歳
の
時
、
若
き
馬
其
昶
は
『
桐
城
古
文
集
略
』
を
編
纂
し
、
一
挙
に
名
を
上
げ
た
。
馬
其
昶
は
『
桐
城
古
文
集
略
』
の
序（
23
）文に
、

姚
鼐
の
『
古
文
辞
類
纂
』
を
「
刊
偽
砭
俗
、
啓
示
途
徑
（
偽
り
を
取
り
除
き
、
低
俗
な
も
の
を
批
判
し
、
正
し
い
道
を
啓
示
す
る
）」
と

賞
賛
し
、
自
ら
そ
れ
を
受
継
ぐ
こ
と
を
志
し
た
。
馬
其
昶
は
こ
の
序
文
に
「
必
其
理
高
而
辞
尤
雅
者
（
必
ず
そ
の
理
が
高
く
て
、
字
句
の

尤
も
高
雅
な
者
で
あ
る
）」
と
選
定
の
規
準
を
明
確
に
し
、
桐
城
派
の
理
論
を
忠
実
に
守
り
、
後
学
に
「
考
論
文
章
体
勢
之
正
変
、
学
派

之
流
別
（
文
体
・
文
勢
の
正
と
変
、
学
派
の
流
派
を
論
考
す
る
）」
こ
と
を
望
ん
だ
。『
桐
城
古
文
集
略
』
は
清
初
か
ら
の
桐
城
の
三
十
五

家
の
古
文
を
選
出
し
、
分
類
し
て
、
十
二
巻
に
ま
と
め
た
。『
桐
城
古
文
集
略
』
は
、
単
な
る
郷
土
文
献
の
収
集
と
整
理
だ
け
で
な
く
、

文
学
流
派
と
し
て
の
桐
城
派
を
意
識
し
て
編
集
し
た
集
大
成
の
本
で
あ
り
、
同
時
に
当
時
既
に
衰
微
の
道
を
辿
り
始
め
て
い
た
桐
城
派
の

再
興
を
願
っ
た
作
品
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
馬
其
昶
等
末
期
の
桐
城
派
の
文
人
の
努
力
も
空
し
く
、
や
が
て
桐
城
派
文
論
の
中
心
と
な

る
程
朱
理
学
と
古
文
の
形
式
が
新
し
い
時
代
に
適
応
し
な
く
な
る
に
つ
れ
て
、
桐
城
派
は
歴
史
の
舞
台
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
姿
を
消
し
た
。

桐
城
の
文
壇
を
舞
台
と
し
て
、
馬
氏
宗
族
の
成
員
は
代
々
華
々
し
い
活
躍
を
見
せ
、
彼
ら
の
活
動
は
、
桐
城
派
の
清
朝
に
お
け
る
繁
栄

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
馬
氏
宗
族
の
文
壇
で
の
活
躍
を
支
え
て
い
る
の
が
、
馬
氏
宗
族
の
家
学
で
あ
る
。
儒
（
特
に
宋
儒
の
学
）
と
文
を

重
視
す
る
馬
氏
宗
族
の
家
学
は
、
家
庭
教
育
（
所
謂
「
庭
訓
」）
や
家
風
の
薫
陶
な
ど
を
通
じ
て
子
弟
の
学
問
並
び
に
文
学
趣
向
に
影
響

を
与
え
、
優
れ
た
「
文
儒
の
彦
」
を
立
て
続
け
に
育
て
上
げ
た
。
家
学
の
形
成
と
世
代
間
の
継
承
は
宗
族
文
化
の
世
代
間
の
伝
承
を
可
能

に
し
、
宗
族
文
化
の
持
続
的
な
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担
う
。
科
挙
で
「
簪
纓
世
族
」
と
な
っ
て
も
、
家
学
の
伝
承
に
よ
る
宗
族
文
化
の
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蓄
積
と
発
展
が
な
け
れ
ば
、
文
化
宗
族
と
は
到
底
言
え
な
い
。

四
　『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』

家
学
以
外
、
文
化
宗
族
の
形
成
と
発
展
に
は
、
家
集
が
果
た
し
て
い
る
役
割
も
看
過
で
き
な
い
。

道
光
十
六
年
（
西
暦
一
八
三
六
年
）
に
、
歴
代
の
桐
城
馬
氏
の
宗
族
成
員
の
詩
作
を
集
め
た
大
規
模
な
宗
族
の
詩
集

―
『
桐
城
馬
氏

詩（
24
）抄』
が
刊
行
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
は
第
十
五
世
の
馬
樹
華
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
全
部
で
七
十
巻

が
あ
り
、
宗
族
の
閏
閣
詩
人
三
人
を
含
め
、
歴
代
計
四
十
九
人
の
詩
集
を
集
め
た
。
加
え
て
巻
末
の
単
篇
の
作
品
の
二
十
三
人
の
作
者
を

加
算
す
る
と
、
全
部
で
七
十
二
人
に
も
の
ぼ
り
、
収
録
し
た
詩
作
は
四
千
三
百
二
十
六
首
に
も
及
ん
だ
。
清
代
中
期
の
道
光
十
六
年
ま
で

に
前
掲
の
数
字
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
、
桐
城
馬
氏
宗
族
の
詩
人
の
層
の
厚
さ
や
宗
族
成
員
の
詩
歌
創
作
へ
注
い
だ
情
熱
が
こ
れ
ら
の
数
字

に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。

『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
は
「
怡
園
六
子
」
の
馬
懋
功
の
『
介
石
斎
稿
』
を
肇
と
す
る
。
前
文
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
馬
懋
功
は
南
明
に
仕
え
、

清
軍
と
の
戦
い
に
命
を
捧
げ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
詩
の
多
く
は
戦
火
に
よ
っ
て
散
逸
し
て
し
ま
い
、
残
っ
た
の
は
崇
禎
帝
以
来
の
作
品

三
十
五
首
で
あ
る
。
故
国
へ
の
憂
愁
、
時
局
へ
の
憤
激
、
報
国
の
悲
願
等
が
交
差
し
、
詩
全
体
に
沈
鬱
悲
壮
の
美
が
漂
う
、
姚
椿
の
跋
文

に
彼
の
詩
に
つ
い
て
「
沈
雄
有
杜
気
（
深
沈
で
雄
壮
、
杜
詩
の
気
品
が
あ（
25
）る）」
と
褒
め
称
え
た
。
馬
懋
功
の
詩
を
開
巻
に
掲
げ
た
こ
と

は
編
者
の
意
識
的
な
挙
動
で
あ
ろ
う
。

馬
懋
功
と
殆
ど
同
じ
時
期
に
活
躍
し
た
「
怡
園
六
子
」
は
、
詩
文
酒
会
な
ど
に
お
い
て
詩
の
創
作
活
動
を
盛
ん
に
行
い
、
詩
名
も
四
方

に
鳴
り
響
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
馬
之
瑛
の
『
秫
荘
詩
集
』
以
外
、
そ
の
ほ
か
の
五
人
の
作
品
の
多
く
は
、
明
末
の
混
乱
期
に
お

い
て
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
に
収
録
し
た
馬
之
瑛
の
詩
作
は
九
百
五
十
四
首
に
な
る
。
し
か
し
方
東
樹
の
跋
文
に
よ

る
と
、
馬
之
瑛
の
生
涯
の
作
品
は
実
に
一
万
首
に
近
い
。
こ
の
数
字
は
筆
者
に
陸
遊
と
査
慎
行
の
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
何
れ
も
一
万
首
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に
近
い
詩
作
を
誇
る
詩
人
で
、
詩
の
創
作
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
絶
え
ず
続
け
て
、
詩
人
と
し
て
盛
名
を
極
め
た
。
馬
之
瑛
は
詩
名
に
お
い

て
陸
遊
、
査
慎
行
に
は
及
ば
な
い
が
、
詩
に
注
い
だ
熱
意
は
変
わ
ら
な
い
。『
秫
荘
詩
集
』
に
収
録
し
た
詩
作
は
、
題
材
が
豊
富
で
、
特

に
民
生
を
見
つ
め
る
「
避
賊
行
」「
官
馬
行
」
な
ど
の
作
品
は
、
杜
甫
の
「
石
壕
吏
」
を
想
起
さ
せ
る
。
馬
之
瑛
の
詩
の
風
格
は
全
体
的

に
素
朴
で
平
淡
に
見
え
る
が
、「
運
意
錬
詞
、
倶
従
少
陵
門
径
中
来
（
詩
の
着
想
と
単
語
を
考
え
練
る
方
法
は
全
て
杜
甫
か
ら
来
て
い（
26
）る

）」

と
朱
雅
は
跋
文
で
高
く
評
価
し
て
い
る
。

馬
之
瑛
の
文
学
趣
向
は
六
人
の
息
子
（
馬
敬
思
、
馬
孝
思
、
馬
継
融
、
馬
教
思
、
馬
日
思
、
馬
方
思
）
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

『
晩
晴
簃
詩
匯
』
の
詩
話
に
こ
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
：
「
一
公
為
正
誼
長
子
、
承
過
庭
之
訓
、
致
力
於
詩
（
一
公
は
正
誼
の
長
子
で
あ
り
、

父
親
の
教
え
を
承
り
、
詩
に
力
を
注
い
で
い（
27
）る）」。「
一
公
」
は
長
男
の
馬
敬
思
の
字
で
、「
正
誼
」
は
馬
之
瑛
の
字
で
あ
る
。「
過
庭
之
訓
」

と
い
う
の
は
、
父
親
の
教
育
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。『
龍
眠
風
雅
』
に
馬
孝
思
に
つ
い
て
、「
兄
弟
有
六
、
皆
工
詩
、
玉
友
金
昆
、
照
耀
寰

海
（
兄
弟
六
人
が
い
て
、
皆
詩
に
長
け
て
い
る
。
ご
兄
弟
は
金
や
玉
の
よ
う
に
輝
き
、
天
下
を
照
ら（
28
）す）」
と
六
人
の
詩
才
を
高
く
評
価

し
た
。
馬
教
思
兄
弟
は
父
親
か
ら
詩
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、
又
、
詩
の
創
作
に
情
熱
を
注
ぐ
。
六
人
は
共
に
詩
名
が
高
く
、
そ
れ
ぞ

れ
詩
集
が
あ
る
。
特
に
長
男
の
馬
教
思
と
三
男
の
馬
継
融
は
、「
詩
尤
盛
、
一
本
其
先
世
之
淵
源
（
詩
が
尤
も
盛
ん
で
あ
っ
て
、
皆
祖
先

の
淵
源
を
辿
っ
て
い（
29
）る）」
と
の
評
価
が
あ
る
。
馬
教
思
の
息
子
の
馬
云
、
馬
旭
も
ま
た
詩
名
が
広
く
知
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
集
が
あ
る
。

十
一
世
の
中
で
、
詩
を
以
っ
て
名
を
広
く
知
ら
れ
る
宗
族
詩
人
も
多
く
、
例
え
ば
、
馬
樸
臣
、
馬
蘇
臣
、
馬
枚
臣
、
馬
耜
臣
等
人
の
作

品
は
『
晩
晴
簃
詩
匯
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
馬
樸
臣
に
つ
い
て
、
族
譜
に
は
こ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
：
「
遊
学
呉
越
、

與
諸
名
流
往
還
唱
和
。
毎
有
所
作
、
流
播
浙
東
西
之
口
。
一
時
騒
壇
咸
推
重
之
（
呉
越
で
遊
学
し
て
い
る
時
、
諸
名
流
と
交
遊
し
、
唱
和

し
た
。
作
品
が
で
き
る
た
び
、
浙
東
浙
西
の
口
々
に
伝
播
さ
れ
て
、
一
時
詩
壇
に
お
い
て
皆
彼
を
重
視
し
て
高
く
評
価
し（
30
）た）」。

『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
に
女
性
詩
人
三
人
の
作
品
集
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
馬
方
思
の
妻
の
姚
氏
の
『
凝
暉
斎
集
存
』、
馬
占
鰲
の
妻
の
姚

徳
耀
の
『
清
香
閣
詩
抄
』
と
姚
尊
甫
に
嫁
い
だ
馬
氏
の
『
烉
窓
閑
咏
』。
家
集
に
女
性
詩
人
の
詩
集
を
収
め
る
こ
と
は
、
女
性
の
創
作
へ
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の
寛
容
、
乃
至
は
支
持
の
態
度
を
物
語
っ
て
い
る
。

『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
の
跋
文
に
、
編
集
者
の
馬
樹
華
の
編
纂
に
い
た
る
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
い
る
：

吾
家
自
四
世
祖
肇
興
文
学
、
六
世
祖
太
僕
府
君
為
時
名
臣
、
一
門
群
從
、
彬
彬
匯
起
、
七
世
八
世
間
遂
有
怡
園
六
子
、
而
八
世
伯
祖

兵
部
府
君
秫
荘
集
、
尤
為
鉅
制
、
自
是
風
雅
代
不
乏
人
。
顧
万
暦
以
前
、
閲
世
久
遠
、
既
缺
有
間
。
六
子
遺
稿
散
佚
過
半
。
厥
後
儒
素

相
承
、
著
書
満
家
、
付
梓
者
甚
少
。
流
傳
未
幾
、
或
佚
或
存
、
其
存
者
、
又
或
殘
缺
不
完
。
樹
華
慨
然
、
懼
其
久
而
愈
湮
也
。
爰
有
志

輯
、
自
嘉
慶
己
巳
至
今
丙
申
垂
三
十
年
、
乃
取
所
得
、
謹
加
選
定
、
編
次
成
帙
。
曩
同
歳
生
丹
陽
劉
時
庵
嘗
言
其
郷
先
輩
風
尚
為
詩
者
、

皆
不
亟
授
梓
。
作
者
雖
多
、
類
弗
箸
於
世
。
故
竹
垞
明
詩
綜
僅
列
姜
仲
文
睦
明
允
两
家
、
帰
愚
別
裁
集
至
未
列
一
人
。
時
庵
因
手
輯
曲

阿
詩
総
、
以
發
其
藏
。
茲
吾
一
家
之
詩
、
固
未
足
方
彼
一
邑
数
百
千
年
之
美
富
、
而
蒐
羅
放
失
、
雅
有
可
観
。
乃
明
詩
綜
録
吾
邑
二
十

余
人
、
吾
家
闕
如
。
別
裁
集
亦
僅
載
相
如
先
生
三
詩
、
幽
隠
弗
宣
、
若
合
一
轍
、
豈
不
以
先
世
類
多
厚
重
、
不
急
務
名
誉
而
然
耶
？

吾
が
一
族
は
四
世
祖
か
ら
文
学
に
よ
っ
て
家
を
興
し
、
六
世
祖
の
太
僕
府
君
（
馬
孟
禎
）
は
当
時
の
名
臣
で
あ
る
。
一
族
が
追
随
し
、

済
済
た
る
人
材
を
輩
出
し
、
七
世
八
世
で
は
遂
に
怡
園
六
子
が
現
れ
、
八
世
の
伯
祖
の
兵
部
府
君
（
馬
之
瑛
）
の
『
秫
荘
集
』
は
尤
も

大
作
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
風
雅
の
道
を
志
す
者
が
代
々
続
く
。
思
う
に
、
万
暦
以
前
の
作
品
は
時
代
が
大
分
経
っ
た
た
め
、
既
に
長

い
こ
と
欠
け
て
し
ま
っ
た
。
六
子
の
遺
稿
は
大
半
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
代
々
儒
学
を
受
け
継
ぎ
、
著
作
は
家
中
に
あ
っ

た
が
、
上
梓
す
る
も
の
は
甚
だ
し
く
少
な
い
。
伝
播
し
て
間
も
な
く
散
逸
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
残
っ
た
も
の
も
、
欠
落
が

あ
っ
た
り
し
て
不
完
全
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
樹
華
は
感
慨
深
い
、
そ
れ
ら
の
書
籍
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
な
く
な
る
こ
と
を
懼
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
編
集
す
る
こ
と
を
志
し
、
嘉
慶
己
巳
（
西
暦
一
八
〇
九
年
）
か
ら
今
日
丙
申
（
西
暦
一
八
三
六
年
）
ま
で
既

に
三
十
年
近
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
探
し
集
め
た
も
の
を
慎
重
に
選
定
し
、
編
次
し
て
、
書
物
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
昔
僕
と
同
時
に
孝
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廉
に
な
っ
た
丹
陽
の
劉
時
庵
は
嘗
て
僕
に
言
っ
た
、
彼
の
故
郷
の
先
輩
で
詩
の
創
作
を
好
む
者
は
、
作
品
を
刊
行
す
る
こ
と
を
急
ご
う

と
し
な
か
っ
た
。
作
者
は
多
く
て
も
、
凡
そ
世
で
は
無
名
で
あ
る
。
故
に
朱
彝
尊
の
『
明
詩
綜
』
で
は
姜
仲
文
と
睦
明
允
の
二
人
し
か

名
を
列
ね
な
か
っ
た
。
沈
徳
潜
の
『
国
朝
詩
別
裁
集
』
に
一
人
も
名
を
列
ね
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
時
庵
は
手
ず
か
ら
『
曲
阿
詩

綜
』
を
編
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
の
蔵
を
開
こ
う
と
す
る
。
吾
が
一
族
の
詩
は
、
も
と
よ
り
彼
の
一
県
の
数
百
千
年
の
作
品
に
匹
敵

す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
散
逸
し
た
も
の
を
集
め
れ
ば
、
な
か
な
か
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。『
明
詩
綜
』
は
吾
が
県
か
ら
二
十
人

余
を
収
録
し
た
が
、
吾
が
一
族
か
ら
は
一
人
も
入
っ
て
な
い
。『
国
朝
詩
別
裁
集
』
に
も
相
如
先
生
（
馬
樸
臣
）
の
詩
三
首
し
か
載
っ

て
い
な
い
。
世
に
知
ら
れ
ず
埋
も
れ
て
い
く
こ
と
は
、
皆
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
祖
達
が
大
よ
そ
篤
実
で
、
名
誉
を
求
め
る
こ
と
に

執
着
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

馬
樹
華
は
長
い
歳
月
を
か
け
て
宗
族
成
員
の
作
品
を
集
め
て
家
集
と
し
て
刊
行
す
る
尤
も
重
要
な
理
由
は
勿
論
宗
族
文
献
の
保
存
で
あ

る
。
宗
族
成
員
の
個
人
の
作
品
を
宗
族
の
人
力
と
財
力
で
出
版
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
散
逸
や
欠
落
の
恐
れ
か
ら
免
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
祖
先
の
文
字
を
子
孫
に
残
し
、
そ
の
教
え
を
代
々
伝
え
る
こ
と
は
子
孫
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
跋
文
か
ら
も
う
一
つ
の
こ
と
が
分
か
る
。
馬
樹
華
は
家
集
を
一
宗
族
の
文
学
（
文
化
）
の
統
一
体
と
し
て
の
影
響
力
に
注
目
し
、

家
集
の
編
集
に
よ
っ
て
、
宗
族
内
部
に
向
け
た
だ
け
で
な
く
、
宗
族
の
文
学
（
文
化
）
を
外
部
に
発
信
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
家
集
の
編
纂
は
実
に
『
曲
阿
詩
綜
』
の
よ
う
な
地
方
詩
文
総
集
の
編
纂
が
持
つ
意
義
と
相
似
し
て
い
る
と
馬
樹
華
は

語
る
。
実
際
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。『
明
詩
綜
』
と
『
国
朝
詩
別
裁
集
』
に
一
人
し
か
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
馬
氏
宗
族
か
ら
は
、
民
国
に

編
纂
さ
れ
た
『
晩
晴
簃
詩
匯
』
に
三
十
二
人
の
作
品
が
収
録
さ
れ
、
地
方
の
文
学
世
家
と
し
て
十
分
な
実
力
を
見
せ
た
。
そ
れ
は
、
馬
樹

華
の
『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
の
お
か
げ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

明
以
来
、
特
に
清
代
に
は
、『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
の
よ
う
な
大
規
模
な
家
集
が
多
く
作
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
同
じ
桐
城
の
望
族

―
桂
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林
方
氏
に
も
、
一
族
お
よ
そ
百
人
以
上
の
詩
人
の
作
品
を
集
め
た
総
集
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
宗
族
文
学
の
総
集
（
家
集
）
の

編
纂
事
業
を
支
え
て
い
る
の
は
、
宋
以
来
、
特
に
明
清
時
代
に
大
き
く
発
展
し
た
近
世
の
宗
族
制
で
あ
る
。

家
系
記
録
と
し
て
の
族
譜
を
編
纂
す
る
こ
と
は
、
明
、
特
に
清
代
に
お
け
る
南
方
地
域
の
宗
族
に
し
て
は
既
に
普
遍
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
祠
堂
の
設
立
、
族
譜
の
編
纂
、
族
産
の
設
置
な
ど
の
宗
族
行
事
は
宗
族
の
結
合
を
強
め
、
宗
族
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
極
め
て
大
き
い
役
割
を
担
う
こ
と
は
既
に
多
く
の
研
究
者
に
指
摘
さ
れ
、
井
上
徹
氏
は
『
中
国
の
宗
族
と
国
家
の
礼
制

―
宗
法

主
義
の
視
点
か
ら
の
分
析

―
』
に
お
い
て
祠
堂
、
族
譜
、
族
産
な
ど
を
「
一
連
の
装（
31
）置」
と
称
す
る
。
実
際
明
と
清
の
時
代
に
こ
の
「
一

連
の
装
置
」
は
既
に
多
く
の
南
方
宗
族
に
普
及
し
た
。
し
か
し
、
桐
城
馬
氏
宗
族
の
よ
う
な
一
部
の
文
化
宗
族
の
宗
族
文
献
の
編
纂
活
動

は
族
譜
を
作
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
宗
族
成
員
の
詩
、
文
総
集
の
編
纂
に
よ
っ
て
、
祖
先
の
文
字
を
子
孫
に
残
し
、
宗
族
の
文

学
を
宗
族
内
部
並
び
に
外
部
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
族
成
員
に
求
心
力
を
求
め
、
文
学
で
宗
族
を
繁
栄
続
け
さ
せ
よ
う
、
と
す

る
意
識
は
文
学
に
よ
っ
て
家
を
興
し
た
文
化
宗
族
に
特
に
強
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
家
集
の
編
纂
は
祠
堂
、
族
譜
、
族
産
な
ど
「
一
連
の
装

置
」
の
延
長
線
に
あ
り
、
宗
族
の
結
束
を
求
め
る
点
で
は
同
じ
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
族
譜
の
中
に
「
傳
芳
集
」
と
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
祖
先
の
詩
、
文
を
収
録
す
る
形
も
多
く
存
在
す
る
。
宗
族
が
家
集
の
持
つ
力
を
求
め
る
一
方
、
家
集
の
編
纂
と
刻
印
に
必
要

な
資
源
を
提
供
で
き
る
の
も
、
宗
族
の
力
に
よ
っ
て
い
る
。

祠
堂
、
族
譜
、
族
産
な
ど
と
比
べ
て
、
家
集
の
編
纂
と
刻
印
は
ま
だ
一
部
の
宗
族
に
限
ら
れ
て
い
る
。『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』
の
分
析
で

分
か
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
宗
族
成
員
の
詩
文
作
品
の
総
集
の
編
纂
は
宗
族
の
文
化
宗
族
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
編
纂
と
刻
印
事
業
に
よ
っ
て
、
宗
族
文
化
を
宗
族
内
外
に
同
時
に
発
信
す
る
。
宗
族
内
部
に
は
、
文
化
に
よ
る
求
心

力
を
求
め
；
宗
族
外
部
に
む
け
て
は
、
宗
族
の
文
化
成
就
を
一
つ
の
統
一
体
と
し
て
宣
伝
し
て
、
文
化
宗
族
の
社
会
地
位
を
固
め
る
。
筆

者
は
こ
の
よ
う
な
家
集
の
編
纂
と
出
版
事
業
の
有
無
が
文
化
宗
族
と
し
て
の
自
覚
が
あ
る
か
否
や
を
示
す
重
要
な
指
標
に
な
る
と
考
え

る
。
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五
　
馬
氏
宗
族
と
方
氏
・
姚
氏
宗
族

桐
城
文
化
を
語
る
に
は
、
桐
城
（
桂
林
）
方
氏
宗
族
と
（
麻
溪
）
姚
氏
宗
族
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
明
初
、（
桂
林
）
方
氏
宗
族
と
（
麻

溪
）
姚
氏
宗
族
が
他
に
先
ん
じ
て
隆
盛
し
、
桐
城
文
化
の
振
興
の
序
幕
を
開
け
た
。（
桂
林
）
方
氏
宗
族
は
宋
末
元
初
桐
城
に
移
し
、
七

世
の
方
佑
が
天
順
元
年
（
西
暦
一
四
五
七
年
）
に
進
士
に
合
格
し
て
以
来
、
万
暦
年
間
、
方
大
鉉
、
方
大
美
、
方
大
鎮
、
方
大
任
、
方
孔

炤
等
が
相
次
い
で
進
士
に
な
り
、
科
挙
に
お
い
て
隆
盛
を
極
め
た
。
明
清
の
政
権
交
替
に
際
し
て
、
方
氏
宗
族
の
多
く
の
族
人
は
清
王
朝

に
非
協
力
的
な
態
度
を
貫
い
た
。「
明
末
四
公
子
」
の
ひ
と
り
と
し
て
天
下
に
名
を
馳
せ
た
方
以
智
は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
清
王
朝

に
方
氏
宗
族
は
順
治
十
四
年
（
西
暦
一
六
五
七
年
）
の
丁
酉
科
場
案
と
戴
名
世
の
『
南
山
集
』
案
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
方

苞
も
『
南
山
集
』
案
で
死
罪
に
問
わ
れ
た
が
、
李
光
地
の
助
け
に
よ
り
、
死
罪
を
免
れ
、
後
に
桐
城
古
文
の
義
法
理
論
を
確
立
、
桐
城
派

の
始
祖
と
称
さ
れ
た
。
桐
城
方
氏
は
方
大
漸
か
ら
易
学
を
家
学
と
し
て
七
代
続
け
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
集
め
た
家
集
は
『
桐
城
方
氏

七
代
遺
書
』
と
言
う
。
又
、
外
に
、
宗
族
の
百
人
以
上
の
詩
人
の
詩
作
を
集
め
た
詩
集
総
集
も
あ
る
。
一
方
、
姚
氏
宗
族
は
元
末
浙
江
省

の
余
姚
か
ら
移
っ
て
き
た
。
景
泰
二
年
（
西
暦
一
四
五
一
年
）
に
五
世
の
姚
旭
が
進
士
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
姚
之
騏
、
姚
之
蘭
、
姚
孫

棐
、
姚
文
然
、
姚
文
燮
、
姚
文
熊
等
が
相
次
い
で
進
士
に
な
り
、
多
く
の
「
循
吏
」
を
輩
出
し
た
。
乾
隆
年
間
、
十
六
世
の
姚
鼐
が
義
理
、

考
拠
、
詞
章
を
掲
げ
、
桐
城
派
の
集
大
成
者
と
し
て
、
桐
城
派
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
桐
城
派
三
祖
の
一
人
と
目
さ
れ
る
。
以
降
は

宗
族
の
子
弟
は
皆
桐
城
家
法
を
守
り
、
と
り
わ
け
十
八
世
の
姚
瑩
、
そ
の
孫
の
姚
永
樸
は
桐
城
派
の
大
家
と
し
て
文
名
が
高
い
。

馬
氏
宗
族
と
方
氏
、
姚
氏
宗
族
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
特
に
姚
氏
と
は
代
々
婚
姻
関
係
を
重
ね
る
関
係
で
大
変
関
係
が
緊
密
で
あ
る
。

そ
の
姻
戚
関
係
を
背
景
に
で
き
た
師
弟
関
係
は
馬
氏
宗
族
の
宗
族
文
化
の
発
展
に
繋
が
る
。
例
え
ば
、
馬
教
思
は
岳
父
の
方
以
智
に
つ
い

て
詩
を
教
わ
り
、
方
以
智
に
「
奇
才
」
と
目
さ
れ
た
。
一
方
、
馬
教
思
の
三
人
の
娘
は
そ
れ
ぞ
れ
方
氏
、
姚
氏
、
趙
氏
に
嫁
が
せ
た
、
娘

婿
と
そ
の
兄
弟
た
ち
は
馬
教
思
の
門
下
に
入
り
、
教
え
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
馬
宗
璉
は
母
の
兄
弟
の
姚
鼐
に
つ
い
て
詩
文
を
学
び
、

名
を
天
下
に
広
げ
た
。
又
、
宗
族
の
姻
戚
関
係
を
背
景
に
宗
族
間
の
文
学
交
遊
も
頻
繁
に
行
い
、
代
々
婚
姻
関
係
に
あ
る
姚
氏
と
の
文
学
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交
流
は
数
百
年
に
わ
た
り
盛
ん
に
行
わ
れ
、
文
学
史
に
お
い
て
も
稀
に
見
る
現
象
で
あ
る
。

方
氏
、
姚
氏
及
び
他
の
文
化
宗
族
と
の
婚
姻
関
係
は
、
馬
氏
宗
族
の
子
弟
に
優
れ
た
教
育
資
源
と
文
化
環
境
を
齎
す
。
又
、
ほ
か
の
文

化
宗
族
と
の
繋
が
り
に
よ
り
、
馬
氏
宗
族
の
地
方
に
お
け
る
文
化
的
影
響
力
も
強
く
な
る
。

実
際
、
桐
城
の
各
文
化
宗
族
の
間
で
姻
戚
関
係
に
よ
る
繋
が
り
は
も
っ
と
複
雑
で
、
各
文
化
宗
族
は
皆
一
つ
の
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
桐
城
派
の
師
友
淵
源
に
つ
い
て
は
も
う
既
に
研
究
は
実
っ
た
が
、
そ
の
宗
族
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
研
究
も
興
味
深
い
発
見
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

結
語

桐
城
馬
氏
宗
族
は
明
の
中
葉
か
ら
科
挙
に
よ
っ
て
隆
盛
し
、
桐
城
の
地
域
文
化
の
発
展
と
と
も
に
、
宋
儒
の
学
を
尊
び
、
文
を
重
ん
じ

る
家
風
を
形
成
し
、
長
き
世
代
に
わ
た
り
多
く
の
古
文
の
大
家
を
育
て
上
げ
、
地
方
の
文
化
宗
族
と
し
て
聳
え
立
つ
存
在
に
な
っ
た
。
馬

氏
宗
族
の
文
化
宗
族
と
し
て
の
自
覚
意
識
は
宗
族
の
詩
人
の
作
品
を
集
め
た
総
集
の
編
纂
事
業
に
特
に
強
く
現
れ
た
。
宗
族
全
体
の
文
化

的
成
果
を
一
つ
の
統
一
体
と
看
做
し
、
そ
れ
を
編
集
刻
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
族
内
部
に
む
け
て
文
化
に
よ
る
求
心
力
を
求
め
、
外

部
に
向
け
て
は
宗
族
文
化
の
発
信
に
よ
っ
て
、
文
化
宗
族
と
し
て
の
社
会
的
地
位
を
強
く
求
め
る
。
桐
城
に
は
、
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し

た
文
化
宗
族
は
他
に
も
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
に
馬
氏
宗
族
は
桐
城
方
氏
、
桐
城
姚
氏
、
桐
城
張
氏
、
桐
城
左
氏
と
並
び
「
五
大
世
家
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
文
化
宗
族
の
間
で
は
、
婚
姻
関
係
を
背
景
に
展
開
し
て
い
る
師
友
交
遊
は
と
て
も
頻
繁
で
あ
り
、
し
か
も
数
代
数
十

代
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
そ
れ
ら
の
文
化
宗
族
間
の
師
友
交
遊
は
文
化
宗
族
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
桐
城
の
地
域
文
化
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
今
回
の
論
文
は
馬
氏
宗
族
だ
け
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
試
み
た
が
、
そ
れ
を
基
礎
に
桐
城
の
文
化
宗

族
の
全
貌
及
び
桐
城
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
今
後
、
展
望
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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（
註
）

（
1
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』（
馬
其
昶
、
民
国
十
八
年
桐
城
扶
風
馬
氏
排
印
本
）
巻
首
の
三
。

（
2
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
の
三
。

（
3
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
の
三
。

（
4
）　
『
明
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
巻
二
三
〇
。

（
5
）　

馬
之
瑛
、
字
は
倩
若
、
号
は
正
誼
。
崇
禎
十
三
年
進
士
に
合
格
し
て
、
陽
江
知
県
と
な
る
。
明
が
滅
び
た
後
、
清
朝
に
仕
え
、
兵
部
主
事
の
官
職
に
ま

で
昇
進
し
た
。

（
6
）　
『
桐
城
耆
旧
傳
』（
馬
其
昶
、
中
華
書
局
続
修
四
庫
全
書
叢
書
第
五
四
七
冊
）
巻
二

（
7
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。

（
8
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。

（
9
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。

（
10
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
11
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
12
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
13
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
六
。

（
14
）　
『
望
溪
文
集
』（
方
苞
、
抗
希
堂
十
六
種
叢
書
）
巻
二

（
15
）　
『
論
衡
』（
王
充
、
叢
書
集
成
初
編
第
二
〇
六
帙
）
巻
二
十
八
。

（
16
）　
『
桐
城
続
修
県
志
』（
道
光
十
四
年
刊
本
）
巻
十
四

（
17
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。

（
18
）　

龍
眠
、
桐
城
の
古
称
。

（
19
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。
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（
20
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
三
。

（
21
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
22
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
23
）　
『
桐
城
古
文
集
略
序
』（
馬
其
昶
『
抱
潤
軒
文
集
』
巻
三
、
続
修
四
庫
全
書
第
一
五
七
五
冊
）。

（
24
）　
『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』、
道
光
十
六
年
刊
本
。

（
25
）　
『
介
石
斎
稿
』（『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』）
小
傳
。

（
26
）　
『
秫
荘
詩
集
』（『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』）
小
傳
。

（
27
）　
『
晩
晴
簃
詩
匯
』（
徐
世
昌
、
続
修
四
庫
全
書
第
一
六
二
九
～
一
六
三
三
冊
）
巻
四
十

（
28
）　
『
屏
山
詩
草
』（『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』）
小
傳
。

（
29
）　
『
菜
香
園
集
』（『
桐
城
馬
氏
詩
抄
』）
小
傳
。

（
30
）　
『
桐
城
扶
風
馬
氏
族
譜
』
巻
首
之
四
。

（
31
）　
『
中
国
の
宗
族
と
国
家
の
礼
制

―
宗
法
主
義
の
視
点
か
ら
の
分
析

―
』（
井
上
徹
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
十
一
ペ
ー
ジ
。


